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２

前
項
の
派
遣
労
働
者
の
希
望
に
つ
い
て
は
、
派
遣
元
事
業
主
が
当
該
派
遣
労
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
が
終
了

す
る
日
の
前
日
ま
で
に
当
該
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
聴
く
も
の
と
す
る
。

３

法
第
三
十
条
第
一
項
の
そ
の
他
雇
用
の
安
定
を
図
る
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
当
該
派
遣
元
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
通
算
し
て
一
年
以
上
で
あ
る
有
期
雇
用
派
遣
労

働
者
（
同
項
に
規
定
す
る
有
期
雇
用
派
遣
労
働
者
を
い
い
、
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。）と
す
る
。

４

法
第
三
十
条
第
一
項
の
派
遣
労
働
者
と
し
て
期
間
を
定
め
て
雇
用
し
よ
う
と
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
雇
用
の
安

定
を
図
る
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
当
該
派
遣
元
事
業
主

に
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
通
算
し
て
一
年
以
上
で
あ
る
派
遣
労
働
者
と
し
て
期
間
を
定
め
て
雇
用
し
よ
う
と
す
る
労

働
者
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
三
十
一
条
の
二
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
見
込
み
」
の
下
に
「
、
健
康

保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
資
格
の
取
得
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十

九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
資
格
の
取
得
及
び
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十

六
号
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
に
関
す
る
事
項
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
五
条
の
六
と
し
、
第
二
十

五
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
条
の
措
置
の
実
施
の
方
法
）

第
二
十
五
条
の
二

派
遣
元
事
業
主
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
つ
て
は
、
同

項
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
ず
る
場
合

に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の

は
、「
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
措
置
の

対
象
と
な
つ
た
特
定
有
期
雇
用
派
遣
労
働
者
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
有
期
雇
用
派
遣
労
働
者
を
い
う
。）が
当
該

派
遣
先
に
雇
用
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
す
る
。

（
法
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
二
十
五
条
の
三

法
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
特
定
有
期
雇
用
派
遣
労
働

者
等
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
有
期
雇
用
派
遣
労
働
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
居
住
地
、
従
前
の
職
務
に
係

る
待
遇
そ
の
他
派
遣
労
働
者
の
配
置
に
関
し
て
通
常
考
慮
す
べ
き
事
項
と
す
る
。

（
法
第
三
十
条
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
）

第
二
十
五
条
の
四

法
第
三
十
条
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
は
、
新
た
な
就
業
の
機
会

を
提
供
す
る
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
教
育
訓
練
（
当
該
期
間
中
、
特
定
有
期
雇
用
派
遣
労
働
者
等
に
対
し
賃
金
が

支
払
わ
れ
る
場
合
に
限
る
。）と
す
る
。

（
法
第
三
十
条
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置
）

第
二
十
五
条
の
五

法
第
三
十
条
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

前
条
に
規
定
す
る
教
育
訓
練

二

当
該
派
遣
元
事
業
主
が
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ

る
許
可
を
受
け
て
、
又
は
届
出
を
し
て
職
業
紹
介
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
有
期
雇
用

派
遣
労
働
者
等
を
紹
介
予
定
派
遣
の
対
象
と
し
、
又
は
紹
介
予
定
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ

る
こ
と
。

三

そ
の
他
特
定
有
期
雇
用
派
遣
労
働
者
等
の
雇
用
の
継
続
が
図
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
措
置

第
二
十
六
条
の
二
を
第
二
十
六
条
の
三
と
し
、
第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
二
十
六
条
の
二

法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二
十
七
条
の
二
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
が
同
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
そ
の
具
体
的
な
理
由
と
す

る
。

第
二
十
七
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
に
定
め
る
ほ
か
、
派
遣
元
事
業
主
は
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
書
類
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
省
令
に
よ
り
当
該
書
類
を
届
け
出
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
行
政

機
関
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
派
遣
先
に
通
知
す
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
当
該
事
実
を
証
す
る
書
類
の
提
示

そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
三
十
五
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
第
四
号
」

に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
三
十
五
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改

め
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
一
号
中「（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）」を
削
る
。

第
二
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
六
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
二
十
九
条
の
二

法
第
三
十
六
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
過
去
三
年
以
内
に
、
派
遣
労
働
者
に
係

る
雇
用
管
理
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
も
の
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

第
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
九
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
）

第
三
十
条
の
二

法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
九
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
は
、
法
第
三
十
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
と
す
る
。

第
三
十
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
第
十
二
号
」
に

改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
法
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
」
を
「
令
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
」に
改
め
、

「
条
番
号
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第

三
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
」
を「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
ロ
」

に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
業
務
に
つ
い
て
」
を
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
四

号
の
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
業
務
に

つ
い
て
」
を
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

法
第
三
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
を
行
つ
た
日
及
び
当
該
援
助
の
内
容

第
二
章
第
三
節
中
第
三
十
三
条
の
前
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
法
第
四
十
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
三
十
二
条
の
二

法
第
四
十
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
教
育
訓
練
と
同
様
の
教
育
訓

練
を
派
遣
元
事
業
主
が
既
に
実
施
し
た
場
合
又
は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
す
る
。

（
法
第
四
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
福
利
厚
生
施
設
）

第
三
十
二
条
の
三

法
第
四
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
福
利
厚
生
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

給
食
施
設

二

休
憩
室

三

更
衣
室


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